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Ⅰ 「指導と評価の年間計画」及び「評価規準と単元計画」の作成の手引き                  

 

１ 「指導と評価の年間計画」について 

これは，次の２の「評価規準と単元計画」の全単元について，その概要を記述したものである。生徒

の学習活動に対するより適正な評価，及び生徒の学習の改善に生かされる評価（指導と評価の一体化）

の実現を目指して作成する。 

これまで作られてきた指導計画は，多くの場合，学習内容（指導内容）を単に１年間の授業時間数に

対して配分しただけに留まっていたが，この「指導と評価の年間計画」では，授業ごとの学習活動のポ

イント，観点別の評価のポイント，評価方法，評価規準も含めて記述する。 

 

２ 「評価規準と単元計画」について 

学習指導要領に基づく「評価規準と単元計画」は，言い換えれば，評価規準を盛り込んだ「単元ごと

の指導と評価の計画」である。次の内容構成で作成する。 

○科目全体の「目標」「評価の観点の趣旨」を示す。 

・科目全体の目標…学習指導要領に示す当該科目の目標 

 ・科目全体の評価の観点及びその趣旨 

…「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」参照 

○内容のまとまりごとの「目標」「評価規準」を示す。 

   ・内容のまとまりごとの目標 

…学習指導要領の「内容」の(1)(2) …の大項目ごとの目標を記す。 

  ・内容のまとまりごとの評価規準 

…内容のまとまりごとに４観点別に示した評価規準を記す。「評価規準の作成，評

価方法等の工夫改善のための参考資料」参照 

※「内容のまとまり」について 

 ・倫理においては，学習指導要領の内容（１）については大項目を内容のまとまりとし，内容

（２），（３）については中項目（例：「（２）ア 人間としての自覚」）などの中項目）を内

容のまとまりとすることが考えられる。 

・「内容のまとまり」は，ほとんどの教科書の「章」に該当するものであるが，学習指導要領

に示された内容に基づいており，使用する教科書等に基づく「章」とは必ずしも一致しない

場合がある。 

◎単元ごとの「目標」「評価規準」を示す。 

・単元ごとの目標…実際の使用教科書等に基づいた授業の進度に沿って単元ごとに示した目標。

学習指導要領の項目ごとのねらいを基に記載する。 

    ・単元ごとの評価規準 

…単元ごとに４観点別に示した評価規準。「内容のまとまりごとの評価規準」

を単元の内容に即して具体化したもの。 

※「単元」とは，ほとんどの教科書の「節」に該当するものである。 

◎指導と評価の計画に，「ねらい、ＭＱ」「学習活動」「評価の観点」「評価規準等」を示す。 

・ねらい、ＭＱ …授業におけるねらいと、主とする発問を示す。 

・学習活動   …主な学習活動を示す。 

・評価の観点  …４観点のうち,記録に残す評価など,授業における主な評価の観点を示す。 

・評価規準等  …「目標」を具体化したものであり，目標が生徒の学習状況として実現され

た状況を具体的に想定して示す。 

 



＜単元ごとの指導と評価の計画例＞ 

 

※国立教育政策研究所が作成している「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料  

（高等学校 公民）」を参考に願います。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 

 

単元の名前 「○○○○」 

 

                

□単元の目標（学習指導要領の内容を単元の構成に合わせて一部修正して記述） 

  ○○・・・・・・・。 

 

 

□単元の評価規準（評価規準の設定例を参考に作成） 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

①○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・  

 ・・・・・・・・。 

②○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・。 

 

①○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・  

 ・・・・・・・・。 

②○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・。 

 

①○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・  

 ・・・・・・・・。 

②○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・。 

 

①○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・  

 ・・・・・・・・。 

②○○・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・。 

 

 

 

□指導と評価の計画                           ●は記録に残す評価 

次

程 
学習活動 

評価の観点 
評価規準等 

関 思 技 知 

第
一
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・○○・・・・・・・・・・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②○○・・・・・・・・・・・・・・。 

 ※「評価規準等」の欄の○印の番号は，「□単元の評価規準」における各観点別の評価規準の番号と

一致している。 

 

 

１ ○○○○ 

【ねらい】○○・・・・・・・・・・。 

【ＭＱ】○○・・・・・・・・・。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html


年間学習指導計画 倫理（第２学年） 

科名 公民科（倫理） 教科書名 高校倫理 発行社 実教出版 単位数 2 

目標 

  人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解と思索を深

めさせるとともに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必

要な能力と態度を育てる。 

到達目

標に向

けての

具体的

な取組 

 

・自らの体験や悩みを振り返ることを通して、青年期の意義と課題を理解させるとともに、自己の確立の大切さを自覚させ、他者、集

団や社会、生命や自然などとの関わりの中で生きる自己の在り方生き方について主体的に考えさせる。 

・哲学や宗教、芸術における先哲の思想や活動を手掛かりとして、自己や自己を取り巻く社会の課題を考察させ、人生観・世界観・価

値観について主体的に思索を深めることの大切さを自覚させる。 

・日本の伝統や文化、及びそれらの形成に影響を与えた先哲の活動や思想に触れながら、日本人としての自己認識をもたせるとともに

自国の伝統や文化を尊重する態度を養い、国際社会に生きる主体性のある日本人としての在り方生き方について思索を深めさせる。 

・近代文明の発展とそれに伴う社会変化の中で登場し展開されてきた様々な思想を手掛かりとして、人間の尊厳と生命への畏敬、自然

や科学技術と人間との関わり、民主社会における人間の在り方、社会参加と奉仕、自己実現と幸福などについて、社会の一員として

生きる自己の課題として多面的・多角的に考察させ、よりよい国家や社会を作るために自らがどのように主体的に社会参加していく

べきなのか思索を深めることの大切さを自覚させる。 

・生命、環境、家族、地域社会、情報社会、文化と宗教、国際平和と人類の福祉などにおける倫理的諸課題について探求する活動を通

して、現代に生きる人間としての在り方生き方について自覚を深めさせる。また、論理的思考力や表現力を身に付けさせる。 

・グループ交流を通じて、一人一人の人格が異なることを実感させるとともに、他者の意見を尊重しながら自分の思いを表現すること

の大切さを自覚させ、一人一人の人格を尊重する精神を養う。 

 

月 単元・項目 時数 単元を貫く目標 主な学習活動 評価方法 

4 

月 

 

第１編  

青年期の課題と人間の自覚 

第１章 

青年期の課題と自己形成 

第１節  青年期の意義 

  ①人間とは何か 

  ②青年期の課題 

第２節  青年期の課題 

  ①自立への課題 

  ②自己形成の課題 

6 

 

自己の課題と結びつけ 

ながら青年期の意義を 

考察し、自己の在り方 

や生き方について思索 

を深めることができ 

る。 

・自らの体験や悩みを振り返ることを通して、現代社会 

における青年期の意義と課題を考察し、自己の在り方 

や生き方について思索を深める。 

・意見交流を通して、他者との関わりの中における自己 

の在り方生き方について思索を深める。 

行動観察 

グループ交流 

プリントへの記入 

自己評価票 

前期中間考査 

 

評価の観点 評価の内容 評価の対象 

関心・意欲・態度 

人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成について関心

を高め、人格の形成と他者と共に生きる主体としての自己の確立に努める実践的意欲をもつと

ともに、これらに関わる諸課題を探究する態度を身に付け、人間としての在り方生き方につい

て自覚を深めようとする。 

観察、生徒との対話、グル

ープ交流への取組、プリン

ト、生徒による自己評価 

思考・判断・表現 

他者と共に生きる主体としての自己の確立について広く課題を見いだし、人間の存在や価値

などについて多角的・多面的に考察し探究するとともに、良識ある公民として広い視野に立っ

て主体的かつ公正に判断して、その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。 

生徒との対話、グループ交

流での発言、プリント、生

徒による自己評価、考査問

題 

資料活用の技能 

青年期における自己形成や人間としての在り方生き方などに関する諸資料を様々なメディア

を通して収集し、有用な情報を適切に選択して、これらを他者と共に生きる主体としての自己

の確立に資するよう活用している。 

諸資料の読み取り、プリン

ト、レポート、発表 

知識・理解 

青年期における自己形成や人間としての在り方生き方などに関わる基本的な事柄を、他者と

共に生きる主体としての自己確立の課題とつなげて理解し、人格形成に生かす知識として身に

付けている。 

生徒との対話、考査問題 



5 

月 

第２章 

人間としての自覚 

第１節  ギリシア思想 

  ①自然哲学とソフィスト 

  ②ソクラテス 

  ③プラトン 

  ④アリストテレス 

  ⑤ヘレニズム時代の思想 

第２節  キリスト教 

①古代ユダヤ教 

  ②イエス 

  ③キリスト教の誕生と展開 

第３節  イスラーム 

第４節  仏教 

  ①仏教以前のインド思想 

  ②ブッダの教え 

  ③大乗仏教の成立 

第５節 中国思想 

  ①「道」の自覚 

  ②儒家思想の展開 

  ③老荘思想 

第６節 芸術と人生 

17 

哲学や宗教や芸術にお

ける先哲の思想を手掛

かりとして、現代社会

や自己の課題を多面

的・多角的に考察し、

よりよい社会の在り方

や自己の生き方につい

て思索を深めることが

できる。 

 

 

・ギリシア思想の流れを概観しながら、世界の捉え方に

ついて視野を広げるとともに「善く生きる」ことにつ

いて考察し、自己の在り方生き方について思索を深め

る。 

・キリスト教思想の根本を理解し、現代社会の在り方や

自己の生き方について思索を深める。 

・イスラム教思想の根本を理解し、相互扶助など共同体

の在り方や人間相互のつながりについて、現代社会や

自己の課題と結びつけて思索を深める。 

・ユダヤ教・キリスト教・イスラム教の関係を理解し、

現代社会の情勢と平和について多角的・多面的に考察

する。 

・仏教の世界観や教えを手掛かりにして、人生における

課題と結びつけながら自己の在り方生き方について思

索を深める。 

・儒教の教えを手掛かりにして、望ましい人間関係の在

り方や社会の在り方について、現代社会や自己の課題

と結びつけて思索を深める。 

・芸術家の生き方や作品などを手掛かりにして、人生に

おける芸術の意義について考察する。 

行動観察 

グループ交流 

プリントへの記入 

自己評価票 

前期中間考査 

後期中間考査 

6 

月 

 

7

月 

第３章 

日本人としての自覚 

第１節 古代日本人の思想 

  ①日本の風土と人々の生活 

  ②神との関わりと道徳観 

第２節 日本の仏教思想 

 ①仏教の受容 

 ②仏教の日本的展開 

 ③仏教と日本文化 

第３節 近世日本の思想 

①儒教の受容と朱子学 

②日本陽明学 

③日本的儒学の形成 

④国学の形成 

⑤民衆の思想 

⑥幕末の思想 

第４節  西洋思想の受容と展     

    開 

 ①啓蒙思想と自由民権思想

②キリスト教の受容 

 ③国家主義の台頭と社会主 

義思想    

 ④近代的自我の確立 

 ⑤近代日本哲学の成立と超 

国家主義 

 ⑥伝統の自覚と新たな課題 

17 

現代の日本文化や思想

が形成される過程を理

解することで日本文化

を見つめ直し、国際社

会における日本の在り

方や日本人としての生

き方について思索を深

めることができる。 

 

・古典文献や伝統文化、年中行事などから日本人の心情

やものの見方・考え方を考察し、風土との関わりにつ

いて理解する。 

・日本における仏教や儒教の展開について歴史的視点か

ら理解を深め、日本文化や日本人の思想にどのような

影響を与えたか、日常生活や伝統文化と結びつけなが

ら考察する。 

・庶民が文化や思想の形成に影響を与えるようになって

いった経緯やその思想を理解し、民衆としての在り方

生き方について、現代社会の諸課題と結びつけながら

思索を深める。 

・西洋思想や文化を受容するに至った歴史的背景や日本

の近代化に果たした役割について理解するとともに、

それらの思想や文化が後世にどのような影響を与えた

のか、現代社会の諸課題と結びつけながら考察する。 

・現代日本の文化や思想のルーツを理解するとともに日

本文化を見つめ直し、国際社会における現代日本の在

り方や、日本人としての在り方生き方について思索を

深める。 

行動観察 

グループ交流 

プリントへの記入 

自己評価票 

後期中間考査 

8

月 

9

月 

10

月 



10

月 

第２編 

現代と倫理 

第１章 

現代における人間の倫理 

第１節 人間の尊厳 

①ルネサンス 

②宗教改革 

③モラリスト 

第２節 科学・技術と人間 

 ①近代の自然観 

 ②新しい学問の方法 

第３節 民主社会と自由の実    

    現 

①民主社会の形成 

②人格の尊厳 

③人倫 

第４節 社会と個人 

 ①個人と社会の調和 

 ②社会の進歩と改善 

 ③社会の変革 

 ④主体性の自覚 

第５節 人間への新たな問い 

①理性の深層への反省 

②言葉への反省 

③理性の働きへの反省 

④異質なものへのまなざし

第６節 社会参加と幸福 

①生命への畏敬と非暴力の 

 思想 

②正義と福祉 

③社会の中の人間 

20 

社会変化の中で登場し

た種々の思想を手掛か

りとして、現代に生き

る人間が直面する諸課

題について考察し、他

者と共に生きる自己の

生き方について主体的

に思索を深めることが

できる。 

・人間性の回復に努めたヒューマニストや人間の生き方

について考察したモラリストの活動や思想を手掛かり

にして、人間の尊厳について思索を深める。 

・科学の発達に大きく貢献した先哲の思想を手掛かりに

して科学的なものの見方や考え方を理解するととも

に、科学技術の発達の意義と諸問題について、日常生

活と結びつけながら考察する。 

・民主社会の形成の基礎となった先哲の思想を手掛かり

にして、個人と社会との関係や、個人と国家や法との

関係について考察する。 

・資本主義経済の発展や科学技術の発展に伴う社会変化

の中で登場した種々の近代思想を手掛かりにして、現

代社会の在り方について再考察し、他者や社会とどの

ように主体的に関わりながら生きていくのか思索を深

める。 

・近代の人間中心主義が引き起こした様々な諸課題を理

解するとともに、人間中心主義の反省に立って登場し

た近代思想を手掛かりにしながら人間の捉え方を再考

察し、現代社会や自己の課題と結びつけながら、他者

や社会との関わりについて思索を深める。 

・人間と社会との関係について考察した先哲の活動や思

想を手掛かりにして、社会参加の意義と自己実現につ

いて思索を深める。 

行動観察 

グループ交流 

プリントへの記入 

自己評価票 

後期中間考査 

年度末考査 

11

月 

12

月 

1

月 

第２章  

現代の諸課題と倫理 

第１節 生命の倫理 

第２節 環境の倫理 

第３節 家族の課題 

第４節 地域社会の課題 

第５節 高度情報化社会の 

課題 

第６節 文化と宗教の課題 

第７節 国際平和と人類の福 

祉の課題 

10 

既に学んだ学習内容や

収集した諸資料を用い

て、現代の倫理的諸課

題について考察を深

め、自分の言葉で発表

することができる。 

・科学技術の発達や社会生活の変化、国際関係の変化に

よって生じた現代の倫理的課題について、既習の知識

や収集した諸資料などを用いて考察を深め、社会の在

り方や社会の一員としての自己の役割について思索を

深める。 

・現代の倫理的諸課題のうち興味・関心をもって探究し

たいと思う項目を選択し、探求に必要な諸資料を収集

してレポートをまとめ、発表する。 

行動観察 

プリントへの記入 

調べ学習 

グループワーク 

レポート 

発表 

自己評価票 

年度末考査 

 

2

月 

3

月 

合計時間数 70 時間 



 

単 元 指 導 計 画 

 

 

 

 

□単元の目標 

人間の精神の営みである哲学や宗教や芸術の人生にもつ意義を理解し、先哲の思想や芸術家の作品を手掛かりにして人間の存在や価

値に関わる基本的な課題を多面的・多角的に思索し、人間としての在り方生き方や社会の在り方について自ら考えを深め、主体的に自

己形成に努める実践的意欲を高める。 

 

□単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

①自己の生き方や社会の在り

方に関わる課題の解決につ

ながるものとして、人生に

おける哲学、宗教、芸術の

もつ意義などに対する関心

が高まっている。 

②人生における哲学、宗教、

芸術のもつ意義など人間の

存在や価値に関わる基本的

な課題を、自己の生き方や

社会の在り方との関わりに

おいて捉え、意欲的に探求

しようとしている。 

③先哲の思想やその活動、芸

術家とその作品を手掛かり

として、人間としての在り

方生き方や社会の在り方に

ついて考えようとしてい

る。 

 

 

 

①自己の生き方や社会の在り

方に関わる課題と哲学、宗

教、芸術のもつ意義などを

つなげて、人間の存在や価

値に関わる基本的な課題を

見いだしている。 

②先哲が課題として探究した

ことや、芸術家とその作品

が問いかけているものを基

に多面的・多角的に考察し、

人間の存在や価値に関わる

基本的な課題を思索して、

その過程や結果を様々な方

法で適切に表現している。 

③人間としての在り方生き方

や社会の在り方について、

先哲の思想やその活動、芸

術家とその作品を手掛かり

として主体的かつ公正に判

断して、その過程や結果を

さまざまな方法で適切に表

現している。 

①人生における哲学、宗教、

芸術のもつ意義などに関す

る諸資料を様々なメディア

や他者の意見を通して収集

している。 

②人間の存在や価値に関わる

基本的な課題を探究する学

習に役立つ情報を適切に選

択して活用している。 

③資料や他者の意見を参考に

しながら、自己の生き方や

社会の在り方に関する諸課

題について多面的多角的に

考察し、自分の考えを発表

したり授業の感想をまとめ

たりする際に、それらを活

用することができる。 

 

 

 

 

 

①自己の生き方や社会の在り

方に関わる課題が、多くの

先哲によって探究された課

題と通じていることに気付

き、それが人間の存在や価

値に関わる基本的な課題で

あることを理解している。 

②人間としての生き方在り方

を探究した先哲の思想やそ

の活動、芸術家やその作品

が問いかけているものを自

己の課題とつなげて理解

し、人格の形成に生かす知

識として身に付けている。 

③社会の在り方を探求した先

哲の思想やその活動、芸術

家やその作品が問いかけて

いるものを現代社会が抱え

ている課題とつなげて理解

し、より良い社会の形成に

生かす知識として身に付け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

単元の名前  人間としての自覚 

 



□指導と評価の計画                              ●は記録に残す評価 

次

程 
学習活動 

評価の観点 
評価規準等 

関 思 技 知 

第
一
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・風や雷などの自然現象のメカニズムや宇宙の始まりを考

察し、科学的（理性的）に世界を捉えようとする世界観

と、身に付けている知識で説明できないものを神で説明

しようとする世界観があることを理解する。 

・古代ギリシアの代表的な自然哲学者たちの世界の捉え方

を理解する。 

・理性に基づき自己に関わるものごとについて思索する活

動が人間特有のものであることを理解し、ものごとを思

索する活動に対する興味を高める。 

・校則のない学校だったらどう生活するか交流し、人間の

価値観が相対的であることを認識する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

①世界の成り立ちについて興味・関心をもつて

思索しようとしている。 

 

 

②代表的な自然哲学者達の世界観を理解して

いる。 

①理性的にものごとを考察する活動が人間特

有の活動であることを自覚し、思索する活動

に対して意欲をもつ。 

②他者との意見交流を通して、人間の価値観に

ついて意欲的に考察しようとしている。 

第
二
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・人権アンケート集計結果（一部抜粋）と結びつけながら

衆愚政治について理解し、自分の生き方が社会の課題と

結びついていることを認識する。 

・ソクラテスが登場した背景やソクラテスの思想について

理解する。 

・ソクラテスの思想や生き方を手掛かりにして、自分の生 

き方や現代社会に生きる人々の生き方を考察し、意見交

流を通して「よく生きる」ことについて思索を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

③資料から現代社会に生きる人々の価値観を

読み取り、社会の在り方と関連付けて自己の

生き方を考察しようとしている。 

②「無知の知」や「知徳合一」など、ソクラテ

スの思想の基本的な考え方を理解している。 

②ソクラテスの思想を手掛かりにして、社会の

在り方や自己の生き方について思索を深め、

その過程や結果を適切にプリントにまとめ

るとともに、自分の言葉で発表することがで

きる。 

第
三
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・物を盗む行為についての是非を交流することで、普遍

的・絶対的な価値・真理について思索を深め、プラトン

のイデア論を理解する。 

・ソクラテスの意思を継いだプラトンの思想について理解

する。 

・プラトンの思想を手掛かりにして、より良い国家や社会

の在り方について思索を深める。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

②他者との意見交流を通して、人間の価値観に

ついて意欲的に考察し、授業理解につなげよ

うとしている。 

②プラトンの世界観や人間観、国家観などを理

解している。 

②プラトンの思想を手掛かりにして、より良い

社会の在り方について思索を深め、その過程

や結果を適切にプリントにまとめている。 

１－１ 自然哲学とソフィスト 

【ねらい】ギリシア思想の流れを概観しながら世界や人間について思索する活動を通して、理性に基づいて思索すること 

     （哲学）に対して興味をもたせる。 

【テーマ】「世界」とは？ 

 

１－２ ソクラテス 

【ねらい】ソクラテスの思想や生き方を手掛かりにして、自己の生き方が現代社会の課題と結びついていることを認識させ、

集団の中における自己の生き方について思索を深めさせる。 

【テーマ】「よく生きる」とは？ 

１－３ プラトン 

【ねらい】プラトンの思想を手掛かりにしながら美や正義などの価値について考察させるとともに、自己の生き方や社会の 

在り方について思索を深めさせる。 

【テーマ】普遍的・絶対的な価値は存在する？  



第
四
次
（
１
時
間
扱
い
） 

第
四
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

 

・プラトンの思想と比較しながら、アリストテレスの思想

について理解する。 

・中庸の大切さを説いたアリストテレスの思想を理解する

ともに、自分に関わる身近な事例の考察や意見交流を通

して自己の生き方について思索を深める。 

 

・アリストテレスの人間観・国家観を手掛かりにして、人

間の本質を考察するとともに、他者とともに生きる自己

の生き方について思索を深めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

③アリストテレスの世界観や人間観、国家観な

どを理解している。 

③アリストテレスの思想を手掛かりにしなが

ら自己の生き方を振り返り、他者の意見を参

考にしながら自己の課題について考察しよ

うとしている。 

②アリストテレスの思想を手掛かりにして、よ

り良い社会の在り方や他者と共に生きる自

己の生き方について思索を深め、その過程や

結果を適切にプリントにまとめている。 

第
五
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・ヘレニズム時代に登場したストア派やエピクロス派など

に代表される新たな思想について理解する。 

・ストア派やエピクロス派などの新しい思想が登場した背

景を考察し、人々の価値観や生き方が時代の流れととも

に変化していくことを認識する。 

・ストア派やエピクロス派の思想及びディオゲネスの生き

方を手掛かりにして、個人の幸福のみを追求した生き方

の是非についてグループで交流を行い、社会の在り方と

関連付けて思索を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自己の幸福を追求しようとしたヘレニズム

時代の思想を理解している。 

①授業内容を基に、人間の価値観について意欲

的に考察しようとしている。 

 

②他者と共に生きる自己の生き方や幸福につ

いて、ヘレニズム時代に登場した思想と結び

つけながら思索を深め、その過程や結果を適

切にプリントにまとめるとともに、自分の言

葉で発表することができる。 

第
六
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・西暦やクリスマスなど身近な事例を取り上げ、キリスト

教が世界的・歴史的に大きな影響を与えた宗教であるこ

とを理解する。 

・ユダヤ人が歩んだ歴史を概観しながら、古代ユダヤ教の

特徴を理解する。 

 

・十字架のイエスを描いた絵や授業で学んだユダヤ教の特

徴を手掛かりにして、イエスが処刑された理由をグルー

プ活動を通じて考察する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

①キリスト教文化が我々の生活にも影響を与

えていることに気付き、キリスト教について

関心をもつ。 

①ユダヤ人の歴史を自己の人生と置き換えて

捉え、ユダヤ教が成立した過程や、その特徴

を理解している。 

②グループ活動に意欲的に参加し、学んだ内容

を基に考察し、これからの学習につなげよう

としている。 

１－４ アリストテレス 

【ねらい】アリストテレスの思想を手掛かりにしながら自己の生き方を振り返り、より良い自己の生き方や社会の在り方に 

ついて思索を深めさせる。 

【テーマ】「よく生きる」ために必要なことって？ 

１－５ ヘレニズム時代の思想 

【ねらい】時代の流れ（社会の変化）の中で人々の価値観や生き方が変化することを認識させるとともに、個人の幸福と社 

会全体の幸福との関係について思索を深めさせる。 

【テーマ】幸せって何だろう？ 

２－１ 古代ユダヤ教 

【ねらい】イエスが登場した背景を古代ユダヤ教の特徴から理解させるとともに、人生における宗教の意義について思索を深

めさせる。 

【テーマ】イエスはなぜ殺された？ 



第
七
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・身近な事例を取り上げながら、ルールや決まりを破る行

為の是非について考察し、グループ交流を行う。 

 

・当時のユダヤ人社会の在り方からイエスが登場した背景 

を考察し、律法に対するイエスの考え方や神の愛、隣人

愛などのイエスの教えについて理解を深める。 

・本時のテーマに立ち返り、自己の生き方について思索を 

深める。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

②グループ活動に意欲的に参加し、他者の意見 

を参考にしながら与えられた課題について

考察しようとしている。 

②自己の生き方や社会の在り方と結びつけな 

がら、イエスが登場した背景やイエスの教え

について理解している。 

③イエスの教えを手掛かりにしながら自己の

これまでの生き方を振り返り、より良い生き

方について思索を深め、その過程や結果を適

切にプリントにまとめている。 

第
八
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

・イエスを救世主と信じる人たちによって原始キリスト教 

が成立し、キリスト教が体系づけられていったことを理 

解する。 

・キリスト教に見られる贖罪と原罪の思想について理解

し、人間の存在そのものや人生の価値について思索を深

める。 

・ローマ帝国（政治）と結びついたことによってキリスト 

教会が発展して権力をもち、人々の価値観を縛り付けて 

いったことを理解する。 

・本時のテーマに立ち返り、宗教の在り方や意義について 

思索を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②キリスト教が成立した背景や、原始キリスト

教における原罪や贖罪などの思想を理解し

ている。 

②原罪思想を手掛かりにして、人間の存在その 

ものや人生の価値について意欲的に考察し

ようとしている 

②キリスト教が発展していった背景や、中世ヨ 

ーロッパの社会情勢を、資料から読み取るこ

とができる。 

③授業内容を基にして、宗教の在り方やその意

義、個人の信仰の在り方について思索を深

め、その過程や結果を適切にプリントにまと

めている。 

第
九
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・イスラームについて知っている知識を発表し、ムスリム

の生活が信仰と密接に結びついていることを理解する。 

・9.11（アメリカ同時多発テロ）やイスラム国など、イス

ラームに関する事件を取り上げ、イスラームのイメージ

について考察する。 

・イスラームが成立した背景を、アラビア半島の自然環境

や当時のメッカの社会情勢から考察し、イスラームの根

本にある精神を理解する。 

・本時のテーマに立ち返り、イスラームに対するイメージ

の変化を振り返り、イスラーム世界と現代の日本社会お

よびムスリムと日本人の生き方と比較をしながら、社会

の在り方や自己の生き方について思索を深める。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

①意欲を持って授業に参加し、これからの学習

に対すて興味・関心をもつ。 

①新聞やニュースなどで取り上げられている

イスラームに関する時事問題から、イスラー 

ムについて考察することができる。 

③イスラームの成立過程や教えの根本にある

精神を、当時のアラビア半島の情勢を基に理 

解している。 

③イスラームに対するイメージを見直すとと

もに、イスラームの精神を手掛かりにして相

互扶助などの共同体の在り方や自己の生き

方について思索を深め、その過程や結果を適

切にプリントにまとめている。 

２－２ イエス 

【ねらい】イエスの教えを手掛かりにしながら自己や現代社会の課題を考察させ、自己の生き方や社会の在り方について思索 

を深めさせる。 

【テーマ】本当に救われるべきは誰？ 

２－３ キリスト教の誕生と展開 

【ねらい】キリスト教の成立と発展の過程を理解させるとともに、宗教の在り方や意義について思索を深めさせる。 

【テーマ】イエスは自分の死後の世界をどう思うだろう？ 

３－１ イスラーム(1) 

【ねらい】イスラームの教えを手掛かりにしながら自己や現代社会の課題を考察させ、自己の生き方や社会の在り方につい 

て思索を深めさせる。 

【テーマ】イスラームについてどう思う？  



第
十
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・既習の知識を基に、三つの宗教の関係を理解する。 

 

・イスラエルの建国に至るまでの歴史や現代の中東の勢力 

図から、中東戦争などの宗教紛争の原因や 9.11（アメリ 

カ同時多発テロ）が起きた背景を考察する。 

・パレスチナ難民に関する資料を参考にしながら本時のテ

ーマについて振り返り、問題解決の手段をグループで考

察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③中東における地域紛争を考察するための基

礎的知識を理解している。 

③諸資料を読み取り、中東戦争などの宗教紛争 

や 9.11が起きた背景について考察すること 

ができる。 

③グループ活動に意欲的に参加し、学んだ内容

や他者の意見を参考にしながら、国際平和を

実現するための社会や個人の在り方につい

て思索を深め、その過程や結果を適切にプリ

ントにまとめるとともに、自分の言葉で発表

することができる。 

第
十
一
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

・バラモンが社会的地位を確立した背景や、カースト制度

が成立した背景、及びその後の歴史に与えた影響につい

て理解する。 

・他者との交流を通して死後の世界について考察し、自己

の死生観と結びつけながらバラモン教について理解を

深める。 

・ウパニシャッド哲学で説かれる人間観や世界観を手掛か 

りにしながら、自己の生き方について思索を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

①人権や社会の在り方に関わる問題と結びつ

けながらカースト制度を理解している。 

 

①他者との交流を通して、死について思索を深

め、これからの学習に対して関心をもつ。 

 

②ウパニシャッド哲学を手掛かりにしながら、

世界（宇宙・自然）の中における人間の在り

方について思索を深め、その過程や結果を適

切にプリントにまとめている。 

第
十
二
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・自己の経験を振り返りながら人生における不安や苦につ

いて考察し、グループで交流するとともにその原因につ

いて考察する。 

・自己の世界観や人生観と重ね合わせながら、仏教の世界

観・人生観を理解する。 

 

・仏教の世界観や人生観を手掛かりにしながら、自己の生

き方や生命の大切さについて思索を深める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

①グループ活動に意欲的に参加し、他者との意

見交流を通して人生について考察し、本時の

授業に対して興味・関心をもつ。 

②縁起や四法印、四諦、慈悲などに代表される 

仏教思想について、自己の課題と重ね合わせ 

ながら理解している。 

②仏教思想を手掛かりにして、不安や苦しみ、 

生命に対する畏敬の念などの人生における

課題と重ね合わせながら、自己の生き方につ

いて思索を深め、その過程や結果を適切にプ

リントにまとめている。 

４－１ 仏教以前のインド思想 

【ねらい】古代インド思想を手掛かりにしながら生や死について考察させ、人生、世界について思索を深めさせる。 

【テーマ】人は死んだ後、どうなるだろう？ 

３－２ イスラーム(2) 

【ねらい】ユダヤ教・キリスト教・イスラームの関係やそれらに関わる歴史から現代の国際情勢を多角的・多面的に理解させ、

国際平和を実現するための社会の在り方や自己の生き方について思索を深めさせる。 

【テーマ】本当に悪いのは？ 

４－２ ブッダの教え 

【ねらい】仏教の世界観や人生観を手掛かりにしながら自己の課題について考察させ、自己の生き方や社会の在り方について 

思索を深めさせる。 

【テーマ】人生とは？ 



第
十
三
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・自己の日常生活と重ね合わせながら伝統的な仏教の在り

方について考察し、大乗仏教が成立した背景や大乗仏教

と小乗仏教の違いについて理解を深める。 

・他人による救済が認められるか否かについてグループで 

交流し、宗教の在り方や関わり方について思索を深め

る。 

 

・授業内容を基に、日本に伝わった仏教はどちらの方か判

断すると共に、日本人の思想や文化の形成に大きな影響

を与えたことを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①大乗仏教が成立した背景や、小乗仏教との違

いについて理解している。 

 

③グループ活動に意欲的に参加し、他者との意

見交流を通して宗教の在り方について思索

を深め、その過程や結果を適切にプリントに

まとめている。 

①授業内容を理解した上で日本の仏教につい

て考察し、判断することができる。 

（※第３章 第２節 「日本の仏教思想」で学

ぶ内容に対して興味・関心をもつ） 

第
十
四
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・「最近の若者は･･･と言われることについてどう感じる

か？」「先輩や後輩についてどう思っているか？」「年

功序列社会と実力主義社会とどちらがいいか？」といっ

た問いかけに対してグループ交流を行う。 

・諸子百家が登場した背景について、周王朝末期（春秋・ 

戦国時代）の時代背景から理解する。 

 

・平和な社会を構築するためには何が必要なのかを考察し

ながら、孔子の思想について理解を深める。 

 

・孔子の思想を手掛かりにしながら、自己や現代社会の課

題を考察し、自己の生き方や社会の在り方について思索

を深める。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

①グループ活動に意欲的に参加し、他者との意 

見交流を通して人間関係の在り方について

考察し、本時の授業に対して興味・関心をも 

つ。 

②自己の生き方や社会の在り方と結びつけな

がら、諸子百家が登場した背景やそれらの思

想について理解している。 

③自己や社会の課題と結びつけながら、仁や礼

に基づく人間関係の在り方や社会の在り方

について説いた孔子の思想を理解している。 

③孔子の思想を手掛かりにしながら、自己や現 

代社会の課題を考察し、自己の生き方や社会 

の在り方について思索を深め、その過程や結

果を適切にプリントにまとめている。 

４－３ 大乗仏教の成立 

【ねらい】大乗仏教と小乗仏教の比較・考察を通して宗教の在り方や関わり方について思索を深めさせる。また、日本人の宗

教観や日本における仏教文化に対して興味･関心をもたせる。 

【テーマ】日本の仏教って？ 

５－１ 「道」の自覚 

【ねらい】孔子の思想を手掛かりにしながら、自己や現代社会の課題と結びつけて人間関係の在り方や社会の在り方について

思索を深める。 

【テーマ】社会秩序を保つためには？ 



第
十
五
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・自己のこれまでの行動や、行動する際の心の在り方を振

り返りながら、人間の本質は「善」か「悪」かグループ

交流を行う。 

・人間の様々な行動を例に取り上げながら、孟子や荀子の

思想について理解を深める。 

 

・朱子学や陽明学について理解するとともに、中国や日本

で儒学が国学とされた背景について考察する。  

 

 

・孟子や荀子の思想を手掛かりにしながら、自己や現代社

会の課題を考察し、人間の生き方や社会の在り方につい

て思索を深める。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

①グループ活動に意欲的に参加し、他者との意 

見交流を通して人間の本質について考察し、 

本時の授業に対して興味・関心をもつ。 

②人間の本質について考察し、人間関係の在り

方教育の重要性を説いた孟子や荀子の思想

を理解している。 

①儒学の思想や展開について理解した上で、日 

本との関わりについて考察している。 

（※第３章 第３節 「近世日本の思想」で学

ぶ内容に対して興味・関心をもつ。） 

③孟子や荀子の思想を手掛かりにしながら、人

間や現代社会の課題を考察し、自己の生き方

や社会の在り方について思索を深め、その過

程や結果を適切にプリントにまとめている。 

第
十
六
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・原始的な生活、文明的な生活を比較しながらそのメリッ

ト・デメリットを考察し、豊かな人生、豊かな社会とは

どのようなものであるかグループ交流を行う。 

 

・儒家思想や法家思想と比較しながら、老荘思想について 

理解を深める。 

 

・老荘思想を手掛かりにしながら、自己や現代社会の課題 

を考察し、人間の生き方や社会の在り方について思索を 

深める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

①グループ活動に意欲的に参加し、他者との意

見交流を通して人間の生き方や社会の在り

方について考察し、本時の授業に対して興

味・関心をもつ。 

②中国思想に関する既習の知識を基にしなが

ら老荘思想が説く「道」について考察し、理

解している。 

③老荘思想を手掛かりにしながら、現代文明が

抱える課題や現代社会に生きる人間の課題

を考察し、自己の生き方や社会の在り方につ

いて思索を深め、その過程や結果を適切にプ

リントにまとめている。 

第
十
七
次
（
１
時
間
扱
い
） 

 

 

 

 

 

・グループに分かれ、有名な芸術作品やその作者を当てる

クイズを行い、その作品が作られた背景やその作品に込

められた思いを考察する。 

・グループ交流で考察した代表的芸術作品に関する解説を 

聞きながら、それらの芸術作品に関して理解を深める。 

・自己の日常生活と結びつけながら人生における芸術の意

義について考察し、人生の豊かさや芸術との関わり方に

ついて思索を深める。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

①グループ活動に意欲的に参加し、本時の授業

に対して興味・関心をもつ。 

 

②芸術家やその作品が問いかけているものを

自己の課題とつなげて理解している。 

②自己の日常生活を振り返りながら、芸術と人

生との繋がりや豊かな人生の在り方につい

て思索を深め、その過程や結果を適切にプリ

ントにまとめている。 

※「評価規準等」の欄の○印の番号は，「□単元の評価規準」における各観点別の評価規準の番号と一致している。 

５－３ 老荘思想 

【ねらい】老荘思想で理想とされる人間の生き方や社会の在り方と比較しながら現代社会について考察させ、自己の生き方や 

     社会の在り方について思索を深めさせる。 

【テーマ】理想的な生き方とは？ 

６ 芸術と人生 

【ねらい】芸術家の生き方や作品を手掛かりにして、自己の人生観や価値観と結びつけながら人生における芸術の意義につい

て考察させ、自己の生き方について思索を深めさせる。 

【テーマ】あなたの人生は豊かですか？ 

５－２ 儒家思想の展開 

【ねらい】孟子や荀子の思想を手掛かりにして、自己の人生や人類の歴史を振り返りながら人間の本性について考察させ、自

己の生き方や社会の在り方について思索を深めさせる。 

【テーマ】人間の本性は善？それとも悪？ 



学 習 指 導 案 

日時 平成○年○月○日(○)第○限 指導クラス ２年○○科（男子○名、女子○名） 指導者 ○○ ○○ 

教科（科目） 公民（倫理） 単元名 第２章：人間としての自覚 第２節：キリスト教 ２：イエス（７時間目／１７時間） 

教科書 『高等倫理』（実教出版） 

本時の主題 イエス 

本時の目標 イエスの教えを手掛かりにしながら自己や現代社会の課題を考察させ、自己の生き方や社会の在り方について思索を深めさせる。 

本時のﾃｰﾏ 本当に救われるべきは誰？ 

評価規準 ・自己の生き方や社会の在り方と結びつけながら、イエスが登場した背景やイエスの教えについて理解している。【知識・理解】 

・グループ交流における他者の意見やイエスの教えを手掛かりにしながら自己や現代社会の課題を考察し、よりよい生き方や社会の

在り方について思索を深め、その過程や結果を適切にプリントにまとめている。【思考・判断・表現】 

指導の内容・ねらい 学習活動 指導上の留意点・観点別評価 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前時の振り返

り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人の価値観

の表現 

 

他者の価値観

の理解・意見の

統合 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本時のテーマ 

の提示 

 

 

○前時に学習したユダヤ教の特徴について簡単に復習する。 

〇紹介された生徒の意見を参考にしながらイエスが処刑された理由をイエスと 

ユダヤ教の関係から理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分の意見とその理由をプリントに記入する。 

 

 

【グループ交流】 

〇グループに分かれ、意見交流を行う。 

〇グループ交流の後、グループで出てきた意見をまとめ、代表者がクラス全体で 

発表する。 

 

 

  

 

※Q2-①②で出てきた意見については、授業の最後に行う振り返りでも用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇提示された本時のテーマをプリントに記入する。 

○前時のテーマを板書した後、前時の最

後に回収したプリントから数名の意見

を紹介し、プリントを返却する。 

〇イエスがユダヤ教徒であることを強調

し、イエスがキリスト教の開祖でない

ことに留意させる。 

 

 

 

 

 

 

〇理由については、個々の価値観で自由 

に表現させる。 

 

〇全員に意見発表する機会を与えるため 

に、グループ交流を行う。 

〇グループ内でリーダーと発表係を決め

させ、進行はリーダーが行い、発表係

がグループでまとまった意見を発表す

ることに留意させる。 

〇タイムキーパーは教師が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

〇この場面では、授業に対する興味・関

心をもたせるために、本時のテーマを

投げかけるだけに留める。 

＜Question ２＞  

 ①「盗み」や「殺人」などを行う人は罪人だろうか？ 

 ②次のａ）ｂ）のうち、どちらが善い行為だろう？ 

   ａ）豊かな人が威張って１００万円を寄付した。 

      ｂ）貧しい人が申し訳なさそうに５００円を寄付した。 

＜Question １＞  

イエスはなぜ殺された？（前時のテーマ） 

 

＜本時のテーマ＞  

 本当に救われるべきは誰？ 

※生徒から出てくると予想される意見 

 ①どんな理由があっても、罪は罪。⇔ 時と場合によっては仕方がない。 

 ②金額が多い方が貰う側は嬉しい。⇔ 気持ちがこもっている方が嬉しい。 

 （評価方法） 

グループ交流に意欲的に参加し、他者

の意見も尊重しながら、グループで意

見をまとめることができる。 

【関心・意欲・態度】 



 

展
開 

 

考察・意見交流

を通じての内

容理解 

 

 

 

〇決まりを守る・破るという行為の是非について、複数の事例から考察し、自分

の意見を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇当時のユダヤ人社会が選民思想に偏り、形式的な律法主義に陥っていった一方 

 で、律法を守りえない人々が社会から排除されていたことを理解した上で、イ 

エスが登場した背景を理解する。 

〇イエスは、行動そのものより、行動の基となる心の在り方を重視し、社会的弱 

 者がイエスに救いを求めたことを理解する。 

 

 

 

 

〇生徒とのやりとりを中心にして授業を

展開することに留意する。 

〇個々の価値観で自由に発言させる。 

〇生徒が考察しやすいように、身近な事 

例や文学作品などを例として取り上 

げ、考えさせる。 

〇考察・意見交流を通じて、当時のユダ

ヤ人社会やイエスが登場した背景、及

びイエスが重視したことについて理解

させる。 

 

 

ま
と
め 

生き方や社会

の在り方につ

いての考察 

 

 

 

〇本時のテーマを振り返り、授業の感想・反省をプリントに記入する。 

〇プリントを提出する。 

 

 

 

 

 

 

〇本時のテーマを再び投げかけ、授業の

感想・反省を記入させる。 

〇Q2-①②を振り返り、自身の考えが授業

を通してどのように変化したかについ

ても注目させる。 

〇イエスが当時のユダヤ人社会に訴えか

けていたことが、現代社会においても

通じるところはないかどうか問いか

け、考えさせる。 

※従業を通して気付いて欲しかった点に

触れてある感想を、次回の授業の最初

で紹介する。 

 

＜Question ３＞  

 決まりを守ることは正しいこと？ 

  

 

 

 

＜本時のテーマ＞  

 本当に救われるべきは誰？ 

例１）自分を表現するために校則に反した制服を着る。 

例２）友人の悩みを聞くために学校を休む。 

例３）学校に行くのが面倒だったので、学校を休む。 

例４）我が子が飢え死にしそうだったからパンを盗む。 

例５）安息日なので急患の患者が運ばれても診察しない。 

例５）末期の癌で苦しんでいる弟から頼まれて安楽死させた。 

 

（評価方法） 

前時に学んだ内容と繋げて、イエスが

登場した背景や、イエスの教えについ

て理解している。【知識・理解】 

※生徒に記入してほしい内容の例 

 ・行動のもとになる心の在り方は確かに大事だと思う。自分自身の行動

も振り返ってみたい。 

・決まりを守ることができる人は生活に余裕がある人。世の中にはそう

じゃない人も沢山いると思う。そのような人々が経済的にも精神的に

も救われる世の中にしていかない限り、法律的に裁くだけでは根本的

な解決にはならない。                    等 

 
（評価方法） 

テーマに対する自分の考えを、自己

の生き方や現代社会の課題と結びつ

けながら、自分の言葉で適切に表現

することができる。 

【思考・判断・表現】 


